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フライアイレンズ用金型

加工サンプル（材質：超硬合金【 D10 】）

放電加工法は加工対象の材
料がいかに硬くとも、複雑な
形状に加工できます。そのた
め、切削では困難な特殊材料
などに適用されます。
しかしながら、放電加工で

は加工工具である電極が加工
に伴い消耗するため、工具の
形状を維持することが困難で
す。そのため、放電加工をお
こなう場合には、あらかじめ、
同じ形状の電極を複数作製す
る必要があります。

本研究では、走行ワイヤを電極材に使用しガイドで固定しながら加工を行なうことで、ミー
リングのような形状加工が『放電加工で消耗を無視した状態』で実現できる加工手法を考案い
たしました。この手法を用いることで、これまでのように電極をあらかじめ複数作製する必要
がなくなります。

走査加工例

・超硬合金やセラミックスなどの難加工材料に対する形状加工




